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6月9日(日)

展示概要

6月15日(土) 8月27日(火)

展示概要

8月31日(土) 11月10日(日)

展示概要

開館時間 ： 9：00～17：00（入館は16：30まで）

入 場 料 ： 大人（中学生以上）360円・小人（5歳以上）200円

休 館 日 ： 年末（12月29日～12月31日）

※各企画展の詳細については内容が決定し次第、ホームページ等で随時公表していきます。
※都合により企画展のタイトルを含めた内容及び会期を変更する場合がございます。ご了承ください。

三河武士のやかた家康館

岡崎藩主本多家　～明治維新までの百年～

今から250年前の明和6年（1769）の11月、徳川四天王の一人本多忠勝を始祖とする本多家の11代忠粛（ただと
し）が、ここ岡崎の地への転封を幕府から命じられました。本多家はこの忠粛から6代100年余りに渡って岡崎を
治め、明治維新を迎えます。この時代の岡崎藩は相次ぐ自然災害による被害などで困窮を極め、藩の運営に
向けては財政再建を第一の課題としていました。
本展では、この本多家が岡崎藩主だった時代の資料を中心に、江戸時代後期の岡崎藩政についてご紹介いた
します。

ヱヴァンゲリヲンと日本刀展

むかしのあそび～絵双六・郷土玩具の世界～

昔と比較すると現在では、生活は飛躍的発展を遂げ、遊びや遊び道具も拡がりを見せました。今でも人気のあ
るものや、残念ながら目にすることが少なくなったものまで、様々な遊びや遊び道具が存在しました。今回の展
覧会では昔の遊びの中から、江戸～明治にかけて人気のあった「絵双六」や国内各地の「郷土玩具」を中心に
展示いたします。本展を昔の「遊び」に興味をもっていただく機会にしていただければと思います。

特別展示室　及び　１階展示室

展覧会名称
会期

ヱヴァンゲリヲンと日本刀展は日本の伝統工芸品である「日本刀」と人気アニメ「ヱヴァンゲリヲン新劇場版」が
コラボレーションした展示です。作中に登場する槍や刀剣、さらに作品をイメージしたオリジナルの刀剣を伝統の
技を駆使して全日本刀匠会が作り上げました。平成24年に備前長船刀剣博物館で開催され、その後日本全国
の様々な場所で開催されました。岡崎でも平成24年12月から平成25年2月まで開催され、非常に人気を博した
展示となりました。今回は、前回に展示した作品はもちろん、その後新しく制作された作品も岡崎城と三河武士
のやかた家康館の2館で展示します。また、刀剣などの制作物以外にもヱヴァンゲリヲンの作品の紹介コーナー
や写真撮影コーナー、グッズの販売コーナー、日本刀の解説コーナーなど入館者が楽しむことができる様々な
コーナーを設けます。日本刀とヱヴァンゲリヲンのコラボした世界を、ぜひご覧ください。
※本展示では特別展示室の入場料金を設定し、通常の入場料金とは別に200円を徴収します。

　　2019年度上半期企画展示予定（特別展示室・１階展示室）


